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はしがき 

 
 本書は、私が過去35年間の勉強と研究を通して身につけた、医療経済・政策学、広くは

社会科学研究の視点と方法、技法を集大成したもので、「講座 医療経済・政策学」の「関

連書」でもあります。全体は、第１部医療経済学の視点と研究方法（第１～３章）、第２

部私の研究の視点と方法（第４・５章）の２部・５章構成となっています。 
 第１章医療経済・政策学の特徴と学習方法は本書全体の導入です。まず私の医療経済学

の理解について述べ、特に医療経済学には「国籍」があり、アメリカで主流となっている

新古典派医療経済学は日本医療の分析には無力なことを示します。次いで、主として若い

研究者のために、医療経済・政策学の幅広く偏りのない勉強をするためには、何が必要か

を述べます。コラムでは、英語と日本語で書かれた主な医療経済学の教科書、私が毎号チ

ェックしている医療経済・政策学関連の英語雑誌等を紹介します。 
 第２章では、私の医療政策の将来予測の視点と方法を紹介します。医療経済・政策学の

他の研究者にみられない私の特徴の１つは、現状分析だけでなく、将来予測にも挑戦し続

けていることです。本章では、まず、医療経済学の視点からの医療政策の「客観的」将来

予測の有効性を指摘した上で、私の行っている３つの研究・調査に基づいた「客観的」将

来予測の枠組みを示します。さらに、政府・厚生労働省の公式文書や閣議決定、政府高官

や政策担当者の講演録等の読み方のノウハウを紹介します。最後に、私の過去の将来予測

の誤りの原因を分類・検討します。  
 第３章は、私が2000年以来、21世紀初頭の医療政策の分析枠組として提唱している「３

つのシナリオ」説の最新版です。ここでは３つのシナリオ（新自由主義的改革、医療保障

制度の部分的公私２階建て化、公的医療費の総枠拡大）の概略を紹介した上で、この分析

枠組みの留意点を指摘します。その後、小泉政権が5年前に閣議決定した2001年「骨太の方

針」中の新自由主義的医療改革の帰結を検討し、それの全面実施がない経済的・政治的理

由を明らかにします。最後によりよい医療制度をめざした私の改革提案を示します。本章

には８つの注を付け、今まで「３つのシナリオ」説について出された様々な質問や疑問等

に答えました。 
 第４章では、リハビリテーション医学研究から医療経済・政策学研究へ進んだ、私の35

年間の勉強と研究のプロセスをふり返りながら、私の研究の視点と方法について出来る限

り具体的に述べます。まず私の職業歴と研究歴を、東京都心の地域病院（代々木病院）で

の臨床医時代の13年間と日本福祉大学教授になってからの22年間に分けて紹介します。前

者では、「修業時代」の５つのキーワードまたは教訓も示します。次に、私の研究の３つ

の心構え・スタンスと福祉関係者・若手研究者へ忠告を行った上で、私の研究領域と研究

方法の特徴について述べます。前者は医師としての「比較優位」を生かして、主として医

療提供制度の研究を行うこと、後者は、日本医療についての神話・通説の誤りを実証研究

に基づいて明らかにすることです。後者には２つの手法があり、１つは官庁統計の独自の

分析、もう１つは独自の全国調査を行うことです。ここでは、保健・医療・福祉複合体の

 



全国調査を中心とする私の「３大実証研究」の概略も紹介し、それらが成功した３つの理

由を述べます。合わせて医療経済・政策学の実証研究のみでは政策の妥当性は判断できず、

価値判断の明示が必要なことを強調します。最後に（社会人）大学院入学のすすめを行い

ます。 
 第５章では、研究方法の一環あるいは基礎となる資料整理の個々の技法について、私の

流儀を紹介します。それらは、論文の整理の技法、本の整理の技法、新聞・雑誌と本の入

手とチェックの技法、インターネットを利用した情報検索、「読書メモ」と「読書ノート」

の技法、研究関連の手紙整理の技法、年賀状の２つの工夫等です。ここで私が一番強調し

たいことは、資料整理・記録と記憶が相補的なことです。さらに本章では、資料整理と密

接に関連する、能率手帳小型判とＢ６判カードを用いた自己管理の技法、さらに私が資料

整理の技法に興味を持った動機、私の研究者兼教育者としてのプロ意識と美学についても

述べ、最後に資料整理が苦手な社会人や若い研究者へのアドバイスを行います。コラムで

は、私の英語勉強法、私が社会科学研究者の必読雑誌と考えているThe Economistチェック

の手順等について紹介します。 
 付録の「大学院『入院』生のための論文の書き方・研究方法論等の私的推薦図書」は、

私が、毎年、日本福祉大学大学院の入学式・オリエンテーションで新入生全員と全教員に

「おみやげ」として配布しているものの最新版で、7分野、合計172冊の図書を簡単なコメ

ント付きで紹介しています。私の知る限り、これはこの分野でもっとも包括的な文献リス

トです。 
 
 私が本書に込めた願いは、読者が、本書を通して、医療経済・政策学に限らず、社会福

祉学、社会学等の社会科学の勉強と研究の意義と面白さ、および厳しさを理解し、自分な

りの研究の視点と方法、技法を身につけるヒントを得ることです。なお、第１部と第２部

は内容的には独立しており、興味のある方から先に読み始めていただいて結構です。 
 
2006年10月10日 

二木 立 

 



あとがき 

 
 本書の出版を最初に企画したのは３年前の2003年9月であり、前著『医療改革と病院』（勁

草書房、2004年4月出版）の原稿をまとめるよりだいぶ前でした。 
 それの直接のきっかけは、2003年8月に「中日新聞」記者の安藤明夫さん（現・名古屋本

社生活部次長）から「資料整理の哲学」について長時間のインタビューを受けたことです

（同紙2003年9月9日朝刊の文化面「この人に聞く」欄に掲載）。私は、以前から、資料整

理法に限らず、社会人になってからの勉強と研究を通して身につけた研究方法と技法（広

くは知的生産の技術）をまとめたいと思っていました。そのために、持ち前の凝り性もあ

り、安藤さんから事前にいただいた詳細な質問事項に対する膨大な「文書回答」（400字×

約80枚）を徹夜で一気に執筆しました。さらにインタビュー前後にそれを私の勤務先の日

本福祉大学の若手教員や大学院生に見せて意見を聞きながら大幅に加筆し、「資料整理の

技法と哲学」と題して、『月刊／保険診療』2003年11月号から2004年3月号に長期連載しま

した。これが本書第５章の元原稿になりました。 
 これに先だってインタビューの「文書回答」を勁草書房編集部の橋本晶子さんにもお見

せしたところ、大変興味を持っていただき、これを中核にして、社会科学研究の方法と技

法についての本を出版することを提案されました。これは私にとって願ってもないことで、

さっそく2003年9月には『私の研究方法と哲学－医療経済・政策分野を中心に』の企画書を

作成し、翌2004年3月に出版する計画を立てました。その後この本を、当時、私も編集代表

として出版準備に関わっていた『講座 医療経済・政策学』の「参考図書」と位置づける

ことになり、書名も『医療経済・政策学の研究方法と哲学』に変更しました（最終的には、

『医療経済・政策学の視点と研究方法』に再変更。「哲学」を用いない理由は第４章参照）。 
 しかし、前著『医療改革と病院』を2004年4月に出版して後は、大学の管理業務（社会福

祉学部長と文部科学省21世紀ＣＯＥプログラムの日本福祉大学拠点リーダー）に精神的に

追われたためもあり、個人研究面では虚脱状態あるいはスランプに陥り、原稿準備はなか

なか進みませんでした。しかし、それでもその後の２年間、本のテーマに関連して行った

いくつかの講演・報告を本書の元論文として少しずつ原稿化することにより、なんとか一

書にまとめることができました。それらの講演・報告は、日本福祉大学公開夏季大学院で

の講演（2005年7月。本書第4章）、医療科学研究所での報告（2006年4月。同第1章）、韓

国・延世大学での報告（2006年5月。同第３章）です。ただし、いずれの原稿も講演のテー

プ起こしではなく、完全な書き下ろしです。しかも本書収録にあたって元論文に大幅に加

筆補正し、単なる論文集ではなく、一書としてのまとまりを持つようにしました。また文

体は、第３章を除いて、あえて「ですます調」で表記し、しかも各章（特に私の「自分史」

も含んだ第４・５章）はすべて実名を書くようにしました（もちろん私信については公開

の許可を得ています）。それにより、本書の内容に少しでも臨場感が出ればと考えたから

です。 
 さらに私にとっては初めての試みとして、各章の補足として、合計10のコラムを付けま

した。これらは、私が2005年1月から友人・知人にＢＣＣで配信しているメールマガジン（「二

木立の医療経済・政策学関連ニューズレター」）に掲載したもの、または日本福祉大学の

 



学部・大学院の講義や演習で配布している資料です。これによっても、本書の臨場感が増

したと思っています。 
 なお、この「ニューズレター」は、①雑誌発表論文（『文化連情報』「二木教授の医療

時評」欄等に掲載した最新論文）、②医療経済・政策学関連の最新の洋書や英語論文の紹

介・抄訳、③私の好きな名言・警句の紹介の３本柱で、毎月１日に配信しています。これ

のすべてのバックナンバーは、いのちとくらし非営利・協同研究所のホームページ

(http://www.inhcc.org/jp/research/news/niki/)上に転載されていますので、お読み下さい。こ

れの配信は少なくとも、日本福祉大学の定年（65歳）まであと6年間は継続しようと思って

います。 
 
 本書をまとめることにより、私の35年間の勉強と研究のプロセスと到達点をじっくりふ

り返ることができました。それにより、３つのことに気づきました。第１に、私の修業時

代に川上武先生と上田敏先生からいかに多くの教えを受けたかを再確認しました。第２に、

私の勤務先の日本福祉大学の研究環境が、人的面でも、物的面（特に附属図書館）でも、

非常に恵まれていることに気づきました。第３に、今までぼんやりと感じていた私の研究

者としての強み・特徴と弱みをはっきりと自覚しました。 
 私の研究者としての強み・特徴は、はしがきにも書いたように、日本医療についての神

話・通説の誤りを実証研究に基づいて明らかにしてきたこと、および日本医療の現状分析

だけでなく将来予測にも挑戦し続けていることだと思います（詳しくはそれぞれ第4、2章
参照）。 
 逆に、弱みは以下の３つだと気づきました。①私は徹底した個人主義者（ただし社会連

帯は大事にする）なためもあり、他の研究者との共同研究（特に大規模な共同研究）がほ

とんどできないこと。②1992～1993年のアメリカ留学以降は、英語での研究発表（国際学

会での発表やレフリー付き学術雑誌への投稿等）はほとんどできていないこと。③臨床医

を辞めて日本福祉大学教員になった直後の1985年に出版した『医療経済学』（医学書院）

で、「医療経済学の２つの現代的課題」と自己に課した「医療技術の経済学的評価」（臨

床経済学的研究）と「ミクロレベルの改革モデルづくり」に、この10年間まったく手をつ

けられなかったこと。実はこの課題には、1995年に出版した『日本の医療費』（医学書院）

で少し挑戦したのですが、その後は、医療政策研究（介護保険論争を含む）と保健・医療

・福祉複合体の実証研究に傾斜したため、まったく手をつけられていません。 
 ただし、私に残された時間を考えると、今後、これらの弱点を矯正するよりは、私の強

み・特徴を生かした研究を進めるほうが効率的だとも思っています。「短所を直す努力を

するよりも、同じ努力をするなら長所を伸ばせ。同じ努力をするなら、いっそう長所を伸

ばして、それによって短所をカバーする方が効率が良い」（松下幸之助。立石泰則『復讐

する神話』文藝春秋,1988,106-107頁より重引）。 
 具体的には、『医療改革と病院』のあとがきで「今後の研究予定」と書きながらその後

まったく進んでいない、新たな視点からの保健・医療・福祉複合体の実証研究を2007年に

は必ず始めたいと思っています。それが終わったら、『日本の医療費』以来の宿題となっ

ている「技術進歩と人口高齢化、医療費抑制政策とのトライアングル（三角関係）の実証

的・理論的研究」に挑戦したいと思っています。 

 



 
 最後に、本書の生みの親となった安藤明夫さん、私の２人の恩師である川上武先生と上

田敏先生、第２部の２つの元原稿に率直なコメントをいただいた日本福祉大学内外の多く

の教員・大学院生、および原稿の完成が大幅に遅れたにもかかわらず超特急で出版作業を

していただいた勁草書房編集部の橋本晶子さんに感謝します。 
 
2006年10月10日 

二木 立 
 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


